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（データ）先週の値動きに関して、注の欄で無印の項目はみずほ銀行、*印の項目はブルームバーグ。

１．米ドル 為替市場第一チーム　和地　淳史

（1）今週・来週の予想レンジ ～ 円

（2）ポイント【先週の回顧と今週と来週の見通し】

（3）先週までの相場の推移

先週（12/12～12/16）の値動き： 円 円 円
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先週のドル/円相場は、FOMC後に急騰する展開となった。週初12 日、115 円台前半でオープンし
たドル/円は、週末に開かれたOPEC と非加盟国の協調減産合意を受けた原油価格の急騰や米金
利上昇を背景に116 円台前半まで上昇した。しかし、その後は各市場で利益確定の動きが優勢と
なったため、ドル/円も115 円台前半まで反落した。13 日もドル売りが見られる中、一時週安値とな
る114.75 円まで下落。しかし、株価が堅調に推移すると押し目買いが入り、115 円台前半まで反発
した。その後は注目のFOMC を控えて115 円付近で揉み合い。14 日のFOMC で決定された
0.25％ポイント利上げ実施は市場予想通りであったものの、メンバーの政策金利見通し（ドット
チャート）において2017 年の利上げ回数が2回から3 回に上方修正されたことを受けて米金利が上
昇。ドル買いの展開となり、ドル/円も117 円台前半まで急騰した。15 日にかけては米金利上昇とド
ル買いの流れが継続する中、ユーロ/ドルが2003年1月以来の安値をつけたことにも材料視されて、
ドル/円は一時週高値となる118.66 円まで上げ幅を拡大。ただし、16日には利益確定売りが見られ
る状況下、「中国が南シナ海で米輸送船を捕まえた」との報が流れるとリスクオフの展開となり、ドル
/円は118円台から急落。短期のストップを巻き込んで117円台半ばまで下落する場面が見られた。
その後は原油価格が反発したことや捕まえられたのは米輸送船ではなく米軍の無人潜水機であっ
たことが明らかになったことで、ドル/円は若干値を戻して117.90円で越週した。

今週、来週のドル/円相場は、底堅い展開を予想。トランプ勝利以降の米金利上昇及びドル買いの
流れが先週のFOMCにおけるドットチャート引き上げによってサポートされたため、ドル/円は引き続
き買い優勢の展開となる可能性が高い。また、イエレンFRB議長の「長期金利の上昇やドル高は政
策期待からだと思う」との発言に鑑みると、米当局者からのドル高けん制も暫くはないだろう。なお、
20日（火）の日銀金融政策発表では市場予想通り現状の金融政策を維持する可能性が高いほか、
米国では21日（水）に11月中古住宅販売件数、22日（木）に11月耐久財受注、11月個人消費・支
出、及び11月PCE コアデフレーター、7～9月期GDP（3次速報値）、23日（金）に11月新築住宅販売
件数が発表される。加えて来週も経済指標がいくつか発表されるが、いずれも相場の流れを変化さ
せる材料とはなりにくい。但し、クリスマス・年末休暇を前に参加者が少なくなる状況下、今週から年
初にかけて118.00円で若干のオプションが満期を迎えるため、118円付近では上下しやすいことに
は注意したい。
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みずほ銀行|今週の為替相場見通し

２．ユーロ 為替営業第二チーム　高田　裕

（1）今週・来週の予想レンジ ～ ～ 円

（2）ポイント【先週の回顧と今週と来週の見通し】

（3）先週までの相場の推移

先週（12/12～12/16）の値動き：

安値
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（対円） 121.50 高値 124.07 終値 123.29
（対ドル） 安値 1.0367 高値 1.0670 終値

先週のユーロ相場は対ドルでFOMC後に急落する展開。週初12 日、対ドル1.05 台前半、対円121
円台後半でオープンしたユーロは、イタリア紙がイタリア政府主導による銀行救済基金の可能性を
報じたことからユーロ買いが強まると、対ドル1.06 台半ばまで急騰。さらに翌13 日にかけては、伊
最大手銀行が経営再建策を発表したことや米長期金利の低下を背景に、ユーロは対ドル1.06 台
後半まで上伸した。週央14 日は、FOMC結果発表を控えたポジション調整の動きからユーロは対ド
ルで週高値となる1.0670まで値を上げた。その後に発表されたFOMC の結果を受けてドル買いが
強まると、対ドル1.05 割れまで下落した。さらに翌15 日に、欧米金利差が拡大するとの観測から
ユーロは2003 年1 月以来の安値となる対ドル1.0367 まで急落した。しかし、その後はショートカ
バーからユーロが買い戻され1.04 台前半まで回復した。週末16日は方向感なく推移し対ドル1.04
台前半で小動きすると結局ユーロは対ドル1.04台半ば、対円123円台前半で越週している。一方、
対円では12日の東京オープン前に週安値となる121.50円をつけた後は、堅調推移したドル円を背
景に上伸し15日には週高値の124.07円をつけている。

今週及び来週のユーロ相場は、対ドルで上値の重い展開を予想する。先週はFOMC結果を受けて
米金利が急騰しドル全面高の展開となる中、欧米金利差拡大が意識されユーロは対ドルで約14年
ぶりの安値水準まで下落した。金利見通しにおいて2017年に年3回の利上げを実施すると示唆す
るFRBに対して、量的緩和を2017年12月まで延長したことで結果的に緩和を拡大したECBとでは、
金融政策の方向性に明らかに違いがあり、ユーロは対ドルで買われる余地に乏しい。そのため、当
面は下値を探る展開となろう。とはいえ、今週からは、クリスマスや年末年始の休暇により市場参加
者が減少する。加えて特段重要なイベントもないことから市場の値動きは総じて大きくはならないで
あろう。一方、足許急進しているドルについては市場の過熱感は否めなく、米国発でリスク回避姿勢
が高まる局面では、一時的にユーロがショートカバーから急騰する可能性には留意したい。予定さ
れている指標としては、19日（月）に独12月IFO企業景況指数、22日（木）にユーロ圏12月消費者信
頼感指数、2017年1月2日（月）にユーロ圏12月製造業PMIがある。
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みずほ銀行|今週の為替相場見通し

３．英ポンド 欧州資金部　本多 秀俊

（1）今週・来週の予想レンジ ～ ～ 円

（2）ポイント【先週の回顧と今週と来週の見通し】

（3）先週までの相場の推移

先週（12/12～12/16）の値動き：

安値
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高値144.76（対円）

1.2350 1.2650 144.50 148.50

先週の英ポンド相場は、動意を欠いた横ばい。ドル側の要因で対ドルで下押し、円側の要因で対
円でじり高に推移したが、対ユーロでは細かい上下動を繰り返し、ほぼ横ばいにとどまった。英固有
の材料では、この間、英11月消費者物価指数（13日）、英8～10月失業率（ILO基準）、同平均賃金
（14日）、英11月小売売上高（15日）の他、15日には英中銀金融政策委員会の結果・議事録発表も
あったが、金融市場が材料視した様子はほとんど読み取れなかった。敢えて言うなら、英11月消費
者物価指数の小幅上振れには、中期的な英物価上振れを警戒する声も一部で聞かれたものの、
英長期金利が反応することもなく、増してやそれが英中銀の金融政策見通しになんらの影響を及ぼ
すはずもなかった。代わって金融市場全般の注目を集めたのは、14日の米連銀公開市場委員会。
政策金利の25bp引き上げは市場の大方の予想した通りだったが、同委員会の予想する政策金利
の中期的な動向に関しては、「予想外に引き上げられた」との読み（例えば、9月時点で2017年中の
利上げは25bp×2回が見込まれていたが、今回その見通しは×3回に引き上げられていた）でドル
全面高を誘った。また、こうした動きを受け、米長期金利が上昇する一方で、「10年国債利回りが日
銀のイールドカーブコントロールで0.0％近傍にアンカーされている」円は、金利差拡大見通しを背
景に特に大きく売り込まれた。

今週・来週の英ポンド相場は、引き続き動意を欠いた横ばいを予想。今週・来週と言っても、今週末
から多くの金融機関はクリスマス休暇に入る。23日は日本の休日でもあり、ロンドンでも同日午後か
ら27日まではほとんどの金融機関が営業を停止する。28日～30日に休暇を取る市場参加者も多
く、市場は閑散となるだろう。22日までも、連休を前に積極的に持ち高を傾ける市場参加者が多いと
も思えない。この間、21日（水）に英11月財政収支、23日（金）に英7～9月期GDP確報値、同経常収
支、28日（水）に英銀協（BBA）の11月住宅ローン承認件数の他、ネーションワイドの12月住宅指数
など、細かい英経済指標の発表はあるが、市場が関心を払う可能性は低いだろう。英のEU離脱交
渉に関しても、具体的な進展は見込み薄だし、そもそも金融市場にとって何が懸案なのかもはっき
りしない。当面は、とりあえず、年明け早々と見込まれる憲法裁判所の判断（リスボン条約50条発動
の権限を誰が有するか？）を待つことになろう。市場参加者が減少するとなると、警戒されるのは、ま
とまった売り玉・買い玉に薄い市場が翻弄される可能性だが、そういう意味では、円や人民元の一
方的な売られ方が気に掛かる。それなりに理由のある値動きとは言え、トランプ候補当選以降の値
動きはあまりに一方的で急過ぎる感は強い。あくまでもリスクシナリオのひとつに過ぎないが、仮に
薄い市場で円の買い戻しが大きく進めば、ポンドも対円で140円台前半（140.50円）ぐらいまでの調
整売りは警戒されるのではないか。
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みずほ銀行|今週の為替相場見通し

４．豪ドル 為替営業第二チーム　橋　雄史

（1）今週・来週の予想レンジ ～ ～ 円

（2）ポイント【先週の回顧と今週と来週の見通し】

（3）先週までの相場の推移

先週（12/12～12/16）の値動き：

4

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼でき
ると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は
事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。ま
た、当資料の著作権はみずほ銀行に属し、その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。

先週の豪ドル相場は、FOMC後のドル高地合いを受けて下落する展開。週初12 日の豪ドルは対ド
ルで0.74台半ばにてオープン。前週末にOPEC加盟国と非加盟国での減産合意を受けて原油価
格が堅調推移を見せる中、FOMCを控えたドル買いポジションの調整売りも相俟って、一時0.75台
にのせる。13日は中国経済指標が概ね予想の範囲内に収まったことで週高値0.7525をつける場面
も見られたが、FOMCの発表を翌日に控える中、0.75台を挟んでの小幅レンジ推移となる。14日は
注目のFOMCで利上げが実施されたことに加え、2017年の利上げ見通し（中央値）が2回から3回
へと上方修正されると、ドル買いが強まり、豪ドルは一時0.7395まで弱含んだ。15日は豪11月雇用
統計で、就業者数が市場予想+1.75万人を大きく上回る+3.91万人になると、豪ドルは0.74台前半ま
で反発。しかし、その後は根強いドル買い圧力に押され、0.73台前半まで軟化した。16日は海外時
間に「中国海軍が南シナ海の公海上で米国の無人潜水機を奪った」との報道にリスク回避の動き
が強まり、豪ドルは週安値0.7267まで下落し、安値圏となる0.73台前半で越週した。一方、対円は
週初12日に85円台後半でオープンし、週安値85.74円まで一時的に下落する。しかし、12日～13
日にかけてはFOMCを前に米利上げ期待が高まる中、ドル/円が底堅い推移を見せると、豪ドル/
円は87円台手前まで上昇。14日はFOMC結果を受けてドル買いの流れが強まるも、豪ドル/円の値
動きは限定的となり、86円台で小幅に推移。15日は、ドル/円が底堅さを見せる中で、豪ドルが対ド
ルで上昇すると、豪ドル/円は年初来高値となる87.54円をつける。16日は上記の通り、米国の無人
潜水機をめぐるヘットラインにリスク回避ムードが強まり、一時85.76円まで下落した後、結局86円台
前半で越週となった。

今週と来週の豪ドル相場は軟調推移を予想する。FOMCを通過し、不透明感もあった米国の利上
げ動向に目処が付いたことに加え、予想よりややタカ派なイエレン議長のコメントを受け、トランプ次
期大統領が就任する年明け1月20日（予定）まではドル買い優勢の展開が予想される。豪ドル相場
はFOMC後のドル高を受けて、これまでのレンジ水準を下抜けたことに加え、先日発表された豪7～
9月期GDPが5年ぶりに前年比マイナスを記録したこともあり、豪経済の低調さも豪ドル相場の重石
となっている。米国は2017年度に3回の利上げを見通す中、豪州は2017年の政策金利が過去最低
水準の1.50％に据え置かれる見通しで、2国間の金利差縮小観測から、当面は軟調推移を予想す
る。今週・来週に発表される主な経済指標は少なく、20日（火）に豪州準備銀行（RBA）12月議事
録、21日（水）に11月ウエストパック景気先行指数、30日（金）に11月民間部門信用の発表が予定さ
れているが、豪ドル相場への反応は限定的となろう。
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